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災害と北大 2018
台風 20号・21号、北海道胆振東部地震の記録

北海道大学CoSTEP





台風 21号は北大植物園の木々にも被害を与えた。博物館の前に積まれた伐採木
（2018 年 9月15日撮影）





　台風 21 号の影響で被害を受けられた皆様には謹んでお見
舞い申し上げます。
　ここ札幌キャンパスにも暴風が吹き荒れ、いたるところに
その爪痕が残されていました。写真一枚目の木はひっくり
返って根が露出していました。一緒に写っている人間の大き
さと比べると、言葉を失ってしまいます。
　キャンパス内には倒木があって危険な箇所があります。撤
去されるまで近づかないよう気をつけてください。

1.

【台風21号】
台風が去った後

2018年09月05日

低温研へ向かう道の街路樹

北キャンパス総合研究棟 2号館と創成研究機構をむすぶ渡り廊下も
倒木の直撃をうけました〈写真提供：ブラコマタ〉

ポプラの枝も落ちていました。
しかし2004 年の台風18号程の被害はありませんでした
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　本日未明に北海道胆振地方中東部を震源とする地震が発生しました。地震の影響で被害を受けられた皆様には謹んでお見舞
い申し上げます。

　地震による停電の影響により、学内の電話、ウェブサイト、メールが使えない状況です（ウェブサイトとメールに関しまし
ては一部使えるところもございます）。復旧までしばらく時間がかかる見込みです。
　北海道にお住まいの皆様、今後も余震が続く可能性がございます。引き続き身の回りにはお気をつけてお過ごしください。

2.

【北海道胆振東部地震】
地震が発生しました

2018年09月06日

当時の状況 （実名は全てCoSTEPスタッフ）

　地震発生当日の 6日 6：33、CoSTEPスタッフはいつも用いているメッセンジャーで無事を確認しあった。その
後早速、当日の打合せ、翌日の実習と講義、そして明後日に迫ったサイエンスカフェの実施について話し合い、中止
の方針を決める。厚真町にはCoSTEP修了生も 2名在住していたが、しばらく後、無事が確認できた。
　学会のため京都滞在中だった村井は、他のスタッフより余裕があったこともあり、7：42 に Facebook ページ
『CoSTEP_PR』からスタッフの無事と状況の第一報を発信。さらに 8：19 に「地震が発生しました」を『いいね！
Hokudai』に投稿した。しかし 12：10、地震前に予約投稿していたサイエンスカフェの記事が公開されてしまう。
担当の川本が予約取り消しを忘れていたためだ。
　昼過ぎ、古澤は自転車で大学に向う。途中、学内でY先生とすれ違う。標本庫の状況を確認しに来たと言う。 
CoSTEPの居室はホワイトボードやモニターが倒れていたが大きな被害はなかった。その後、奥本も合流、やって
来たCoSTEP受講生に、イベントで使った備品のキャンドル型 LEDを貸す。停電の中、光源は貴重だ。
　翌日の 7日もスタッフは大学に来て対応にあたった。早岡と川本は停電で信号が灯っていない道を車で、種村は徒
歩で 3時間かけてやって来た。早岡と種村は改めて今後の対応を議論した後、カセットコンロで起動する発電機で
PCとプリンタを動かし、掲示物を作成。早岡が学内掲示板とサイエンスカフェ会場の紀伊國屋書店に貼りに行っ
た。川本は高機構前に佇んでいた地質学会参加者に取材。そして昼過ぎ、種村は川本の車に同乗して帰途についた。
　地震関連記事は、関心が高いこともあり、SNS的な展開も見られた。7日の 14：38 に投稿した「軒先で学会」に
対して、18：45 に北大院生Sさんから、留学生へ情報提供したらどうか、とのコメントが付けられた。これに応え
て「防災ブックの紹介」を 21：54 に掲載。補足解説は、防災士でもあるCoSTEP受講生が執筆した。SNSの特性
とCoSTEPの教育プログラムがかみ合った瞬間だったかもしれない。

9日に開催予定だったサイエン
スカフェ札幌の中止を知らせるた
め、各所に急遽チラシを貼った

地震発生日の朝のやりとり

発電機でPCとプリンタを動かす

学会で集まっていた
研究者に取材
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　現在、札幌市内で電気が復旧していない地区があります
が、北大札幌キャンパスも同様です。通常より少ない電力の
み供給されている状況で、一部の施設等に優先的に供給され
ています。

　地震は、学会のために日本各地、世界からやってきた研究
者たちも直撃しました。高等教育推進機構の玄関に集まって
いる方々。日本地質学会で筑波、山形、長野、そして台湾の
大学からやってきた皆さんでした。昨日今日は学会は中止と
いうことは分かっていたとのことですが、ホテルも電気が止
まっており、やることもない。事前に予約していたお弁当が

11 時にもらえるということもあり、徒歩でそれぞれ集まっ
てきたとのこと。学会行事はなくなりましたが、いつもは
メールでやりとりしている面々と階段に腰をかけて話し合
い、交流を深めていました。
　「学会メンバーは地質が専門なので必ずしも地震に詳しい
わけではないですが、一部の専門分野の人は早速対応にあ
たっているかもしれません」とお話しされていました。
　今後も余震が続く可能性があり、交通機関や電気の復旧も
完全ではありません。皆様、引き続き身の回りにはお気をつ
けてください。無事のご帰宅を祈っております。

3.

【北海道胆振東部地震】
軒先で学会

2018年09月07日

生協が用意したハラル対応のカレー。
予約分以外も多少の数があり、
販売されていました
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ましょう。

■ 在宅避難　P54・55
　ライフライン確保までの代替として「水」・「保存ができる
食べ物（お菓子も可）」は 1週間分はそろえておく。水は最
低でも 1日 2リットル必要。
　「カセットコンロ（＆カセットボンベ）」は、買うことがで
きればこれを機に買っておく。調理の幅が広がります。衛生
用品（除菌シート、女性生理用品、携帯トイレ）なども必須。
　備蓄ユニットリスト（P88～P89）も参考に、不足分を確
認して購入しましょう。

■ もしもマニュアル　P175～P225
　災害時に役立つ「知恵」や「工夫」を紹介しています。在
宅避難時では以下が特に役に立ちます。
・P198　水道水の保存方法
・P199　断水時のトイレの使い方
・P201　簡易トイレの作り方
・P202　簡易おむつの作り方
・P203　布ナプキン作り方
・P206　簡易ランタン作り方

参考リンク�

東京都「東京防災の作成について」（2015 年 8 月）（2019 年 3 月 11 日閲覧）
http://www.metro.tokyo.jp/INET/OSHIRASE/2015/08/20p8l300.htm

北海道「International Division, Hokkaido Gov.」（2019 年 3 月 11 日閲覧）
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/tsk/en.htm

北海道「Hokkaido Disaster Prevention Information」（2019 年 3 月 11 日閲覧）
https://www.bousai-hokkaido.jp/BousaiPublic/html/dou/en/top_english.html

神戸市「通電火災ってご存知？」（2019 年 3 月 11 日閲覧）
http://www.city.kobe.lg.jp/safety/fire/information/anzen/20160301.html

北海道ガス「地震の時の対応」（2019 年 3 月 11 日閲覧）
https://www.hokkaido-gas.co.jp/safety/jishin.html

北海道ガス「マイコンメーターの復帰方法」（2019 年 3 月 11 日閲覧）
https://www.hokkaido-gas.co.jp/safety/miconmeter.html#process

 

■ 用語解説インデックス　P308～317
　専門用語の解説なのでわからない用語があったらコチラを
参照。

■ 補足：避難所に避難する場合
　最低でも読んでもらいたいのは「避難所生活の心得
（P58・59）」「避難所生活での留意点（P60・65）」。
　在宅避難に比べるとプライベートスペースが非常に限ら
れ、環境も非常に悪くなるので、自宅から避難所へ向かうと
きは、水や食べ物のほか、「非常用持ち出し袋 P90・91」を
参考にして、多めに持ち出すこと（避難所には期待しないこ
と）。
　加えて、一夜を明かすのであれば、「寝袋」「毛布」「新聞
紙」「手回し式ラジオ」「携帯トイレ」「耳栓」がほしいとこ
ろ。特に「耳栓」があると、ほかの避難者のイビキが原因で
眠れないという事態が避けられます。また、トイレは我慢し
ないで、積極的にいくことを推奨。我慢するとストレスや便
秘による体調不良になりやすくなります。
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　多くの生き物をあずかる農場では、引き続き対応にあたっ
ています。養蚕室では蚕の卵を保存している冷蔵庫に電力を
供給するため、担当職員が停電の完全復旧まで発電機の管理
に張り付いています。

養蚕室用の発電機に燃料を補給する職員さん。
9月6日朝 6時半頃撮影

　牛舎には多くの乳牛がいます。毎日搾乳しないと牛は乳房
炎になり、最悪の場合死んでしまいます。地震初日の 6日木
曜は手で搾乳しましたが、7日金曜の午前中にいち早く電源
が復旧し、機械搾乳ができるようになりました。作業的には
楽になりましたが、搾った牛乳は牛乳会社の受け入れ体制が
整うまでは廃棄するしかありません。
　農場は 5日水曜の台風 21 号の被害を受け、続く地震で対
応が遅れています。札幌研究林では 20mを超える大木が倒

5.

【北海道胆振東部地震】
台風・地震被害に対応する農場

2018年09月08日

台風で倒れた大木。9月5日撮影

台風で破損した防鳥ネット。9月5日撮影

台風で倒れてしまったトウモロコシ。9月5日撮影

れました。業者の対応が必要ですが業務に影響がないため後
まわしになっています。田圃では台風で防鳥ネットが破損し
たため、その張替えに作業が続いています。トウモロコシも
かなり倒伏したため、今後の天候によっては収穫が難しくな
るかもしれません。
　植物園は台風の被害により臨時休園となり、11 日火曜に
開園予定でしたが地震による停電対応や職員が出勤出来ない
などで園内整備が滞り、再開は 10 日月曜以降に判断される
ことになりました。
情報提供：北方生物圏フィールド科学センター企画調整室　林忠一さん
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　地震の影響により、札幌キャンパスはしばらく閑散として
いましたが、本日から教職員は普段通りの出勤となり、復旧
作業にあたっています。
　北海道大学の基幹サイトをはじめとして、多くのウェブサ
イトがさっそく再開し、メールや電話もつながるようになり

ました。
　今週から、いいね！Hokudai はいつものように記事を掲
載してまいります。北大をはじめ、北海道全体が地震以前の
状態に戻るまでしばらく時間がかかりますが、私たちにでき
る事をひとつひとつ行っていければと思います。

6.

いつものように
2018年09月10日
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　徐々にインフラが回復しつつある札幌キャンパスですが、
北大の施設は地上だけではありません。洋上のキャンパス、
水産学部の附属練習船おしょろ丸は、地震発生時、まさに実
習航海の最中でした。乗船していたのは教員 5名、学部 2年
生 47 名、TA4 名の総勢 56 名。

水産学部の附属練習船「おしょろ丸V世」。
いいね！Hokudai 2015 年 01月23日記事より転載

　6日午前 3時 07 分頃、地上と同じく、教職員のスマホに
緊急速報が入り、地震発生を知ったそうです。その時おしょ
ろ丸が投錨していた函館山沖には、携帯電話とテレビの電波
が入りました。停電がないぶん、むしろ地上にいた我々より
もずっとスムーズに情報を得られていたといいます。
　地震発生の報を受けてすぐに、船を動かす準備に入りまし
た。洋上では、津波に最も警戒しなくてはならないためで
す。が、すぐにテレビでその心配がないことがわかり、地上
の水産学部船舶係と教務課と連絡を取り合って、その場に待
機することを決定しました。
　学生の自宅や実家等と連絡をとらせ、各人の縁者の被災の
有無を確かめました。幸い被害に遭った学生はいなかったこ

とと、洋上では船に直接の危険が及ばないこと、そして陸上
交通の乱れが報じられていたことから、すぐに着岸せずにそ
のまま函館港沖で午前中の実習を行ない、当初の予定通り、
6日午後には無事に帰港したそうです。
　この情報を提供してくださったおしょろ丸の次席一等航海
士、星直樹さん（水産科学研究院 助教）は、2011 年の東日
本大震災発生時にも船上にいました。まさに出港直前、岸か
ら応援団に見送られている最中でした。東北沖での地震発生
と津波注意報をいち早くキャッチした船上から、岸壁の学生
達にマイクで「逃げろ！」と叫び、船は津波を避けるために
実習海域を日本海へ変更して、出港したそうです。
　おしょろ丸は学生を乗せて航海をする練習船です。安全に
航海するために、教職員は常に臨機応変に重要な決定を下さ
なければなりません。今日からまた、学生を乗せて海へ出ま
す。今回も、無事の航海を祈ります。

7.

【北海道胆振東部地震】
その時、おしょろ丸は洋上にいた

2018年09月11日

船が沿岸を離れている場合は、
国際条約「SOLAS（ソーラス）」
（海上における人命の安全のた
めの国際条約：International 
C o nve n t i o n  f o r  t h e 
Safety of Life at Sea）で
定められた「NAVTEX」とい
う無線装置で情報を受信でき
る。写真は、2017年 7月28
日、ミサイル発射を知らせるJ-
アラート発令時のもの

おしょろ丸の航跡。地震発生時、画
面左下に投錨していた。少し船を進
めた軌跡があるのは、実習の一環と
して航行したときのもの。スマホア
プリ「FindShip」より

船内各フロアには、通常の作業時
に着用するライフジャケットとヘル
メットのほか、緊急時（火災、浸水、
救助、および退船）の部署配置と、
必要な物品と行動を示した掲示板
がある

ドアに貼ってある緑の蓄光シール
は、この部屋の中にライフジャケッ
トとイマーションスーツ（寒い海で救
助を待たねばならないときに着用す
るスーツ）が6着ずつあることを意
味する。これらの掲示は、SOLAS
条約で義務付けられている
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　北海道胆振東部地震は北海道大学の学生・教職員の生活を
支援する北海道大学生活協同組合（北大生協）にも被害をも
たらしました。一方で、北大生協は暮らしをサポートするた
めの臨時対応を行いました。その取り組みについて紹介しま
す。

　北大生協では地震発生当日の午前 7時に現状の被害状況を
確認し、今後の組合員対応と復旧対応、生協職員への連絡に
ついて緊急会議を行い、まずは 9月 7日（金）から 8日
（土）までの臨時営業を決定しました。
　被害状況としては停電による購買の冷蔵・冷蔵商品や食堂
の食材の廃棄がありました。店舗においては北部厚生会館の
影響が酷く、特に北部書籍店では店にある本の多くが床に落
ちていました。
　物流がストップする中、北大生協は学内各店舗の商品や食
材を集約し、生協会館と中央購買入口での臨時販売を行いま
した。加えて、一人暮らしで食料のない学生の対応として、
ガスのみ使用できたクラーク食堂でカレーと中華丼を提供す
るサービスを行い、炊き出しに近い形の体制で延べ 1300 人
以上に提供しました。学生の列は、クラーク食堂入口から外
の階段下まで続く長蛇の列となりました。
　また、北大周辺の学生マンションやアパートは 9月 7日に
なっても停電が続いていたため、携帯電話の無料充電サービ
スコーナーを生協会館多目的ホールに設置しました。
　現在、北大生協では被災された方々を支援するために「緊
急支援募金」を実施しています。現金と生協電子マネーで募
金できます。ご賛同いただける場合は、北大生協の各店舗を
訪れた際に職員の方にお声がけください。みなさまのあたた
かいご支援をお待ちしています。

〈写真提供：北海道大学生協／ 9月 6日撮影〉

8.

【北海道胆振東部地震】
北大生協の取り組み

2018年09月13日
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　2018 年 9 月 6 日（木）未明の地震直後からの大規模停電
は、大量の電力に依存する大学に大きな影響を与えました。
　メダカを使って研究を進めている横井佐織さん（薬学研究
院 助教）に、停電で実験生物の飼育にはどのような影響が
あったのかをお聞きしました。

研究室では実験用に大量のメダカを飼育しています

　幸いにも、地震によるメダカへの影響はありませんでし
た。しかし、隣の水槽に移動したメダカがいたなど、混乱は
ありました。

　実は、この水槽ラック自体が耐震設計になっており、二つ
の水槽が上部の柱によって連結されているとのこと。
　また、水槽ラックの扉も閉めていたため、揺れによる影響
を抑えられたのではないかと、横井さんは語ります。
　木曜日の地震発生直後から始まった大規模停電停に関して
は、薬学部にある実験生物用の非常電源で飼育は維持されて
いました。しかし停電中は給餌を控えるなど、最低限の飼育
の範囲にとどまったそうです。金曜日には研究室の電気は回
復しました。
　「停電が長く続くと、メダカたちへの影響はもっと出てい
たかもしれません。ただ停電時に餌やりを控えていたことも
あり、卵はまだあまり産んでくれません。」
　今回は被害は少なかったものの、今回の震災を受けて横井
さんも不測の事態に対する対応を改めて考えたそうです。実
験生物は多地点に分散して保存するなどの対策が考えられま
す。例えば、大学連携バイオバックアッププロジェクト（通
称、IBBP）では、このような事態に備えて生物資源を IBBP
センターと国立大学のサテライト拠点で生物資源を保管する
ことが進められています。このプロジェクトは東日本大震災
がきっかけに始まったプロジェクトだそうです。
　地震大国の日本において研究環境を維持していくためには
どのような対策が必要か。震災を契機に、被害を受けた大学
だけでなく、日本の研究ネットワーク全体で考えていく必要
があるでしょう。

9.

【北海道胆振東部地震】
停電による実験動物への影響

2018年09月14日

細かな対策として、水槽ラックの扉を閉めているとのこと
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　9月 6日に発生した、北海道胆振東部地震。北海道の地域
医療を支える北海道大学病院にもその影響は及びました。し
かし、毎年実施されている災害対策訓練などの不断の努力に
よって改善を続けてきた結果、現場では指揮系統が乱れるこ
となく、ライフラインも保たれ、大事には至りませんでした。
　加えて、被災地の病院でありながら、災害派遣医療チーム
「DMAT（Disaster Medical Assistance Team）」を派遣す
ることもできました。今回、DMAT隊メンバー（村上壮一　
助教／方波見謙一 助教／早坂光司 臨床検査技師／石川幸司 
看護師・北海道科学大学 助教／山口仰 診療放射線技師／亀
田拓人 診療放射線技師）に取材を行い、当日の様子とそこ
にいたるまでの軌跡についてお話を伺いました。

地震直後はどのような状態だったのでしょうか。

村上　震度 5強以上になると、招集がかかります。札幌市で
は北区をはじめ多くのエリアで 5強を観測していましたの
で、病院に行く準備をしました。
方波見　緊急時の対応はマニュアル化されていて、そこに自
動参集基準が記載されています。基準以上になったら、ス
タッフは速やかに集まりしょうという取り決めが病院内にあ
ります。それが震度 5強です。DMAT隊で一番早く反応し
たのが私で、3時 8分に地震が発生して、その 4分後にはメ
ンバーに LINEで連絡しました。その後、急いで病院へ向か
いました。
村上　災害時は LINEが一番強いですね。

病院では多くの医療機器が絶えず動いていますが、 
停電の影響はあったのでしょうか。

村上　北大病院では非常用の電源を用意していて、自家発電
だけで 3日はもつようになっています。地震当日には 2,000
キロワットのものが 2機動いていました。平時だと、およそ
9,000 キロワット使用するので、50％弱の供給ができていま
した。あくまで非常用ですね。
方波見　通常の検査や手術は難しいと判断して、その日はや
らないことにしました。

電源が確保できたのは大きいですね。 
水はどうだったのでしょうか。

村上　電源があったので地下水を汲み上げることができまし
た。それを使って、トイレを流せました。飲料水は備蓄の物
を使いました。

患者数は普段より多かったのでしょうか。

村上　患者数は普段通りでした。地震特有のケガで運ばれて
きた人はほとんどいなかったと思います。ただ、札幌医科大
学附属病院が手一杯だったということもあり、そこに行った
かもしれない患者が北大病院に来ていた可能性はありますね。
方波見　もちろん患者が増えた場合の準備はしていました。
多くの患者が来た場合は院内の 1階フロアに集められるよう
にしていました。結果的には普段と変わらない患者数だった
ので、使うことはありませんでした。

10.

【北海道胆振東部地震】
災害を乗り越えて 
～北海道大学病院DMAT隊の活躍～

2018年09月27日

北海道大学病院 DMAT隊メンバー

地震当日の動きについて語る村上壮一さん

12 災害と北大 2018



災害対策本部の壁一面に貼られている掲示物はなんですか。

方波見　クロノロジー（経時記録）といって、災害時にはこ
ういうのを書いて記録しなさいという訓練を私たちは受けて
います。タイムライン形式で記録を残していくことで、誰が
いつなにをしたのかといった現場の状況が把握しやすくなる
んですね。また、記録はあとで振り返るための材料にもなり
ます。今後も、これを見ながらスタッフ間で反省をしていく
と思います。

緊急招集されてからずっと働き詰めだったかと思います。 
一区切りしたのはいつ頃だったのでしょうか。

方波見　7日の 15 時に災害対策本部が解散して、ようやく
一区切りつきました。しかし、さらにそこから北海道庁の要
請があったので、DMAT隊として出ていきました。
早坂　札幌医科大学に札幌医療圏の情報を統括する活動拠点
があり、私たちDMAT隊は一時的にそちらの所属になりま
した。我々が参加した時点では、札幌市内の病院の状況を把
握することが第一のミッションとなっていました。災害時の
医療情報を司るシステム「EMIS（Emergency Medical In-
formation System ／広域災害救急医療情報システム）」に各
チームで分担し確認できた情報をどんどん入力していきまし
た。
　本来は各病院の担当者自身で入力するものですが、緊急時

ということもあり、私たちで病院に電話して現状を把握し、
代行入力しました。連絡がつかない病院には、DMAT隊が
直接訪ね、担当者に確認しました。それすらできない場合は
外観だけ把握して帰ってくることもありました。そういった
地道な活動を続けて、札幌医療圏の病院 410 弱の内、380 ほ
どの病院を確認しました。DMAT隊としての活動を終えた
のは 9月 9日で、地震発生から 4日目のことでした。

北大病院では毎年 9月頃に災害対策訓練をしていますが、 
訓練での経験は今回どういった形で役立ったと思われますか。

方波見　コマンド＆コントロールの観点でとても役立ったと
思います。災害時の医療現場では情報をどのように統制する
かが大切で、それができてないと、みんな焦ってしまうばか
りです。災害対策本部に情報をまとめて、部長は院長にし
て、命令をどう伝達して、といったイメージづくりを訓練の
中でしておくことで、実際に災害に直面した場合にも焦らず
対処することができます。
村上　災害対策本部の立ち上げがすぐにできたことが大き
かったですね。本部のできる場所が分かっていて、そこに人
と物を集めるといった一連の動きが訓練で想定した通りにで
きました。
石川　私たちの現場では、情報を制するものが災害を制する
といわれています。情報の指揮命令系統を整理する意味でコ
マンド＆コントロールは重要です。方波見先生がその方針で
マネージメントしてくださったおかげで、私たちは院内の体
制づくりをスムーズに進めることができ、情報を災害対策本
部に効率的に集めることができました。
　患者の状況以外にも、食料やライフライン、建物はどう
なっているのかといった全体の情報を把握することができた
結果、適切な指示出しへとつながりました。今回、北大病院
の災害対策がうまくいった一番の要因だと思います。

北大病院のDMAT隊は 2016 年 4 月に発生した熊本地震に 
派遣されたと聞き及びました。 
そこでの経験は貴重なものだったと思います。 
具体的にどう活きていますか。

方波見　熊本地震の派
遣があったので、院内
の体制を強化したり、
スタッフを増やしたり
といった準備ができま
した。あれがなかった
ら進まなかったと思い
ます。それまで北大病
院は災害時にDMAT
隊を出していませんで
した。というより、出

災害対策本部の壁に貼られた掲示物。
タイムライン形式で情報が整理されている

札幌医科大学に派遣され、EMISを使った医療機関の情報統括に
たずさわった早坂光司さん

災害対策本部で中心的な役割を担った
方波見謙一さん
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